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　また、平成２９年度からはソフトバンクグループ（株）の

「Ｐｅｐｐｅｒ社会貢献プログラム　スクールチャレンジ」に

参加し、市内の小中学校２７校に合計１９３台の人型ロボット

Ｐｅｐｐｅｒを導入し

ています。この取り

組みは、全国で１７の

自治体で行われてお

り、愛知県内でこれ

だけの台数を導入し

ているのは一宮市だ

けです。

　このＰｅｐｐｅｒを活用して、子どもたちは授業やクラブ

・部活動でプログラミング教育に取り組んでいます。学習

した成果を発表する場として、ソフトバンクグループ（株）

が主催する全国規模のコンテストが開催されています。

一宮市からは、市内予選で小学校部門、中学校部門、ク

ラブ・部活動部門の３部門でそれぞれ１位になった児童・

生徒が参加します。

　昨年度、中学校部門

で参加した南部中学校

の土川瑞記さんと村川

卓也さんは、見事に最

終予選を通過し、各部

門１０校しか参加できな

い全国大会への出場を

果たしました。提出し

たプログラムは高齢者向けの「薬の飲み忘れや飲み間違

いなどの事故を防ぐための『薬服用確認プログラム』」で

す。Ｐｅｐｐｅｒとの会話で薬の種類や正しく薬を飲んだか

を確認しながら、高齢者の方が楽しく薬を飲めるような

工夫がされていました。

　残念ながら優勝は逃しましたが、こうした市内の様々

な取り組みを通じて「令和」を生きる子どもたちの中から

世界に影響を与えるような未来の盛田昭夫（ソニー創業

メンバー）やスティーブ・ジョブズ（アップル創業メン

バー）が現れるのではないかと期待しています。

　文部科学省の学習指導要領が、令和２年度から小学校

で、令和３年度からは中学校で１０年ぶりに新しくなりま

す。この新学習指導要領では、小学校段階からプログラ

ミング教育や外国語活動を小学３年生から必修化するこ

とが規定されました。

　スマートフォンやロボット型掃除機だけでなく、自動

車の自動運転などコンピューターが生活の様々な場面で

活用されるようになります。人間が主体的にコンピュー

ターを活用するためには、プログラムによって動いてい

ることなど、その仕組みを知ることが重要です。

　小学校のプログラミング教育では、コンピューターを

動かすために、どのような動きの組み合わせが必要か、

一つ一つの動きに対応した命令を、どのように組み合わ

せたらいいのかを考えます。失敗しながら、命令の組み

合わせをどう改善すれば自分が考えていた結果に近づく

か、論理的に考える力を育むことを目指しています。将

来どのような職業に就くとしても求められる、この考え

る力が「プログラミング的思考」です。

　一宮市では平成２８年度からプログラミング教育の研究

指定校を設けました。タブレット型パソコンを１０台ずつ

配備し、プロ

グラミングを

体験しながら

論理的思考力

や問題解決能

力を身に付け

るための学習

を進めてきま

した。
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